




















































3．結果及び考察 1 青少年旅行村（対照地点） 89 6．7 0，043
　土壌及び雨とい堆積物のサンプリング地点を図一1に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2示した．図中No．1～15は土壌のサソプリング地点であ
上　流　（山　砂） 84 16 0．45
り，A－Cは雨とい堆積物の採取坤点である．土壌のサ　　　3上　流　（川　砂〉 91 5．5 0，026
ンプリング地点名と分析結果を表一1に示した．No．1　　　4旧大沢保育所畑 120 9．7 0．45
の青少年旅行村とNo．15の上路小学校は対照地点として　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
大　沢　神　社　（1） 140 11 0．13
選定した地点で，工場より西方それぞれ約4．5k皿及び約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69．5㎞離れている． 大　沢　神　社　② 120 16 0．11
土壌の分析結果を見ると，バナジウムでは，最高値は　　　7 帝　　石　　裏　　畑 110 31 0．66
青海町役場前庭の200μ9／9で・最低は上路小学校の67　　8清水ふ　ろ　屋裏 150 6．5 0．6
μg／gである．土壌中バナジウム濃度の通常値としては，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9Bowenによれば20～500μg／gで平均100μg／gと報告さ 青海小学校グランド 110 5．9 0，017
れている5と青海町において得られた値は支づてこの範　　　10青海総合グランド 97 3．5 0，025
囲内に入っている．ただ対照地点のNo．1地点（89μg／g）　　11青海町役場庭 200 6．6 0．17や・Nq15地点（67μ・／9）と臓すると辮周辺の方　12が高い傾向にあった．
西町公民館海岸 ’『 P60 14 0，082
ヒ素について見ると，最高値は帝石裏畑（No．7）の　　　13寺　地　保　育　所 70 3．3 0，036
31μg／gで最低値は寺地保育所（No．13）の3．3μg／gで　　14田海公民館畑 88 6 0．11あった．土壌中ヒ素の通常値はBowenによれば0．1～
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15S0ンg／gであり5），平均6μg／gとしている．得られた






り，最低値は上流川砂の0．026μg／gであった．Bowen　　A青海町役場付近 110 9．1 1．2
の土壌中水銀濃度の通常値5）は0・Ol～0・3で平均0・03　　B工場正門付近 190 11 1．2μg／gであるから工場周辺ではこの範囲を超える値であ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cり，全般にやや高値ということができよう．したがって 上　路　公　民　館 100 15 0，087
No。6　1981　　　　　　　　　　　　　　　　　Bul1．　E．P．C．　Lab．，　Niigata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71
より約9．5㎞離れた上路公民館では石灰石は見られなく
A青海町役場付近　　　　　A　：曹長石　　　　　なり，石英曹長石がほとんどで土壌の舞上りが主体と
篇・c8ccC　cQ　　　　　5・まとめ
セメント，カーバイドを生産するD工場の立地する．
10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60@　　　　　　　　　　　　　　　　　　2e　　青海町の土壌及び雨とい堆積物をサンプリングし，その
中に含まれるバナジウム，ヒ素，水銀の濃度を調査した
c　　　　　　　　　　　　　　ところ，土壌中バナジウム，ヒ素はBowenの示す通常
B電化正門付近　　　　　　ε　：薯灰蔓　　　　　値の範囲内にあったカ㍉水銀では工場周辺の試料にこれ
をかなり超えるものがあった．一方雨とい堆積物では，
・　　　　　　　　　　・水銀が対照地点よりかなり高く，また，工場周辺の雨と
c　Q　　　　　c　C　c　cC@　　　　　　　　　　c　　　　　い堆積物中には石灰石が多量に含まれ，工場の粉じんの
10　　20　　30　　40　　50　　60　　　　影響が大ききものと考えられた．2e
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